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問題１は、複合肥料の肥料袋に記載されている3つの数字の意味を問い、それを踏まえて、

面積3000 m2という標準区画水田に施用される複合肥料の必要量を問う問題である。 

 
問題２は、硫酸アンモニウムの施用後に土壌を酸性化させる主なプロセスとして、硝酸化成

と溶脱を挙げさせ、それらが土壌を酸性化させるメカニズムを問う問題である。 

 
問題３は、作土の単位質量あたりの窒素量を単位体積あたりの窒素量に単位換算し、さらに

作土の厚さの情報を用いて、作土の単位体積あたりの窒素量を単位面積あたりの窒素量に

換算し、その量と複合肥料由来の窒素施用量との量的関係を問う問題である。計算の前提と

して作土の厚さ、かさ密度、全窒素含量という用語の理解も問う問題である。 

 
問題４は、日本の農業が直面している課題の解決に向けて、どのような調査や研究が必要と

されているか、受験生の見解を問う記述問題である。日本の農業の現状と農学分野の研究に

対する興味、論理的な文章を書く能力を評価する。 



 

 

〔 解答例 〕 
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問題１ 複合肥料（20-10-10）を用いて、窒素 10 g m-2の割合で施肥を行うと

き、面積 3000 m2の水田に施肥するのに必要な複合肥料の重量を求めなさい。

なお解答には計算過程も示しなさい。 

 

圃場の面積は、3000 m2である。 

窒素 10 g m-2の割合で施用するので、3000×10 = 30000 gN = 30 kgN 

複合肥料の窒素含量は、20%なので、30×(100/20) = 150 kg 

したがって、必要な複合肥料の重量は、150 kg 

 

問題２ 硫酸アンモニウム（硫安）の施用によって土壌が酸性化する理由を 2

つ説明しなさい。 

 

① 「硝酸化成（硝化）」：硫安を土壌に施用するとアンモニウムイオンと硫酸

イオンに解離するが、好気的な畑条件ではアンモニウムイオンは速やかに

酸化されて硝酸イオンとなる。この酸化のことを硝酸化成という。硝酸化

成では、アンモニウムイオン 1モルにつき、2モルの水素イオンが生成され

るため、土壌が酸性化する。 

② 「溶脱」：硫安中のアンモニウムイオンと硫酸イオンに対する作物の要求量

は大きく異なり、アンモニウムイオン＞硫酸イオンであるため、硫安を施

用すると硫酸イオンが土壌に残存する。残存した硫酸イオンは陰イオンで

あり土壌に吸着しにくいため、下方に溶脱しやすい。硫酸イオンが溶脱す

ると、土壌溶液の電荷を中性に保つために、土壌中の陽イオン種も硫酸イ

オンとともに溶脱する。農耕地土壌中の主要な陽イオン種であるカルシウ

ムイオンやマグネシウムイオンが表層土壌から失われることによって、土

壌が酸性化する。 

 

（全２枚のうち１枚目） 
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問題３ 水田に複合肥料（20-10-10）を 50 g m-2の割合で施用した時、作土の

窒素含量は何パーセント増加するかを求めなさい。ただし、施用前の作土の厚

さを 15 cm、かさ密度を 1.1 g cm-3、全窒素含量を 2.4 g kg-1とする。なお解

答には計算過程も示しなさい。 

 

作土中の窒素量（g m-2）を分母、肥料による窒素施用量（g m-2）を分子とした

時の百分率（%）を計算すればよい。 

肥料中の窒素含量は 20%なので、窒素施用量は、50×0.2 = 10 gN m-2となる。 

1 m2の面積中の作土の重量は、1×1×0.15×1.1 = 0.165 Mg = 165 kg 

1 m2の面積中の作土の全窒素量は、165×2.4 = 396 g 

窒素施用量が土壌窒素量に占める百分率は、10÷396×100 = 2.525% ≒ 2.5% 

 

問題４ 日本の農業が直面している課題を 1 つ挙げなさい。そして、その課題

の解決に向けて、どのような調査や研究が必要とされているか、自身の見解を述

べなさい。なお直面している課題については、例を挙げながら具体的に述べるこ

とが望ましい。 
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